ません」 

「えつ …… お前 達 は 姫から 夢の 話 を 一 つもき かないの 

ゝ I 

力」 

と 王様 はこ わい 顔 をして お睨みに なりました。 

「ハイ」 

「噓を 云う ときかない ぞ」 

「噓は 申しません」 

「よし。 あっちへ 行け」 

といわれ ますと、 女中 はお 辞儀 をして 行って しまい 

ました。 

王様 は 女中が 行って しまう と、 オシ ャ ベリ 姫 をぐ つ 



なくう しろの 森の 中から 二人の 百姓の 夫婦ら しい もの 

が 出て 来ました が、 だんだん 近づいて 見る とコハ 如何 

に …… それ は 人間の 姿 をした 雲雀で、 オシ ャ ベリ 姫の 

姿 を 見付ける と ビック リ して 立ち止ま りました。 そう 

して 二人 は オシ ャ ベリ 姫 を 指しながら 話 を 初めました。 

「ク イツ チヨ、 クイ ツチ ョ、 クイ ツチ ョ、 クイ ツチ ョ」 

r ピ ー クイ、 ピ ー クイ、 ピ ー クイ、 ピ ー クイ」 

これ を 聞く と、 オシ ャ ベリ 姫 は 不思議な こと も 何も 

忘れて、 可笑しくて たまらなくな りました。 

「マァ …… 可笑しい こと。 ァノ …… チヨ イト 雲雀さん。 

ここ は 何とい ぅ処 です か。 教えて 頂戴な」 



と 近寄つ て 行きました。 

そうすると 雲雀の 夫婦 は 慌てて 逃げ出しました。 

r ピ ー ック、 ピ ー ック、 ピ ー ック、 ピ ー ック」 

「ック リイ ョ、 ック リイ ョ、 ック リイ ョ、 ック リイ ョ」 

と、 一 生 懸命に 叫びながら 自分の 家の 方へ 逃げて 行 

きます と、 その 声 をき きつけて 森の 中から 沢山の 雲雀 

が 出て 来ました。 

その 雲雀た ち は みんな 人間の 姿 をして いて、 お 爺 さ 

ん のよう なの、 お婆さん のよう なの、 又は 若い 人から 

子供まで いるら しく、 みんな ゾロゾ 口と 連れ出って ォ 

シャ ベリ 姫 をす つかり 取り巻いて しまいました。 



チヨ。 チョン、 チョン」 

「まあ それ は 何と 云う こと」 

「チョン グ リイ、 チ ヨング リイ、 チ ヨング リイ」 

r グ リイ チリ、 グ リイ チリ。 チリ 口、 チリ 口」 

「ちっとも わからな いわ」 

「チ リル、 チ リル。 ル ルイ、 ル ルイ。 リイ ック、 リイ 

ック、 リイ ック、 リイ ック」 

「つまらな いわねえ …… そんな 言葉 じ や …… 」 

オシ ャ ベリ 姫が こう 云います と、 今度 は 集まって い 

た 雲雀が みんな 一 時に しゃべり 出しました。 

r ピ ー クイ、 ピ ー クイ。 ピ ー クイ、 ピ ー クイ。 ク イツ 



いろんな 蛙が ゾ ロゾ 口 と 蛙の 病院の 入り口から 這 入 つ 

て 来て は 姫の 顔 を のぞき 込みます。 虫 眼が ね を 出して 

のぞき 込む もの もあります。 ノ ） ^ブック を 出して 何 

か 書き止めて 行く もの もあります。 または 写真機 を 出 

して 撮影して 行く ものな ぞいろ いろありまして、 中に 

は 何やらお 話 をし かける もの もあります。 

「グ レレ、 グ レレ、 グ レレ、 グ レレ 

ケ ォコ、 ケ ォコ」 

雲雀の 国で 懲りて いたので さっきから だま つ て 我慢 

をして いた オシ ャ ベリ 姫 は、 もう 我慢し 切れ なくなつ 

て 吹き出しました。 



と 云いながら、 われもわれもと オシ ャ ベリ 姫 を のぞ 

きこみます。 

「ォ ホホ、 ハハ ハハ。 あたしの 顔が 何で そんなに 珍ら 

しいの。 眼 玉ば かり キヨ 口 キヨ 口 さして」 

r ッラ ラロ、 ッラ ラロ、 ッラ ラロ、 ッラ ラロ、 ッ ララ 

口、 ッラ ラロ」 

「ハ ハハ ハハハ ハハ。 ホホ ホホ。 あたしい やよ、 そん 

なにの ぞいち や。 ァレ 冷たい。 気味の わるい。 さわつ 

ちゃい けない。 キタナ ラシィ じ やない の」 

「ダレ ィケ、 ダレ ィケ、 ダレ ィケ 

グレイ ケ ロロ、 グレイ ケ ロロ、 グレイ ケ ロロ」 



まで もそう なので、 声 を 出す もの は 一 つもありません- 

雷と、 雨と、 霰と、 風と、 水の 音 —— そんな ものし か 

きこえな いのです。 それ は 昔 この 国中の 人が あんまり 

オシ ャ ベリだった からです」 

「まあ …… オシ ャ ベリな のに どうして 口が 無くなった 

のでしょう」 

と 姫 は あんまり 不思議な お 話な のに 驚いて、 眼 を ま 

ん丸 くして 尋ねました。 

若い 人 は その わけ を 話し はじめました。 

「それ はこうい うわけ です …… 昔、 この 国中の 人 は 何 

でも 見た こと やきいた こと を、 ひとに お話しす る こと 



話 をき いてお りました。 王子 はお 話 をつ づけました。 

「私 は 不思議に も 生まれた 時から 口が ありまして、 ォ 

ギヤ ァ オギ ャァと 泣きました そうで、 そのために 赤ン 

坊の 泣き声 を 聞いた ことのな いこの 国の 人々 は 『王様 

のお 城に 化け物が 生まれた』 と 大騒ぎ を 初めました」 

「まあ、 何と 馬鹿で しょうね。 当り前の ことなのに」 

と 姫 はやつ と 口 を 利きました。 

「けれども この 国で は 不思議が る のが 当り前な のです。 

それで 私の 父の 王 は 私の 母の 妃に、 その 口 を 針と 糸で 

縫い 塞いで しまえと 云い ましたが、 私の 母の 妃は 生れ 

付き 情深い 女です から、 どうして そ んな 無慈悲な ^ J と 



が 出来ましょう。 仕方が ありま せんから 私の 口に 綿 を 

一 パイに 詰めて、 上から 繃帯 をし まして、 針で 縫うた 

傷が いつまでも 治らない ように 見せました。 そうして 

父の 王が 狩 猫に 行きます と、 その 留守に 母の 妃は私 を 

あなぐら 

つれて、 地の 下の 窖 に 連れて行って、 口の 繃帯 を 解 

あ-て 

いて やりまして、 私の 口に 手 を 当て いろいろ 物の 云い 

方 を 教えて くれました ので、 私 は 十 歳ば かりの 時には 

もう 立派に お 話が 出来る ようになって いました」 

「ほんと に お母様 は 教える ことが お 上手な のです ね」 

「けれども ある 日の 事、 とうとう 私の オシ ャ ベリのお 

稽古が 父の 王に 見つけられて しまいました。 父の 王が 



あんな 恐ろしい 目に 合って この 塔の 入 リロまで お出で 

にな つ て …… 」 

「まあ …… それじゃ、 私が あの 蜘蛛に 喰べ られ ない よ 

うにして 下す つたの も あなたで すね」 

「ええ。 あの 蜘蛛 は 馬鹿です から、 あなた を 糸で グル 

グル卷 きにして 塔の 中へ 隠した のです。 それ を 私が こ 

こまで 荷いで 来て 解いて 上げた のです …… サァ これで 

私のお 話 はおし まいです。 今度 は あなたが お話し をな 

さる 番 です」 

「え …… 私が お 話 をす る番 です つて 9 …… 」 

「そうです。 いったい あなた はどうし てこの 国へ お出 



「不思議で すね」 

「どうしたので しょうね」 

と 一 一人 は 顔 を 見合わせました。 

その ときには るか 下の 方で バタン バタンと いう 音に 

つれて、 

「ゥ 1 ン、 ゥ— ン」 

という 声が きこえました。 

二人 は ビック リ しました が、 すぐに 上り口から はる 

か 下の 方 をの ぞいて 見ます と、 長い 長い 梯子段の 下の 

きもの 

ところで、 例の 大きな 蜘蛛と、 白い 衣服 を 着た 女の人 

とが 一生懸命で 闘って いますが、 その 女の人 は 見る 見 



は 外 をの ぞいて 見ます と、 大変です。 

沢山の 兵隊が 手に 手に 短刀 を 持って、 この 塔の 方へ 

押し かけて 来る ようです。 

これ を 見た 姫 は 思わず 上から 叫びました。 

「王子 様、 大変です よ。 大勢の 兵隊が 攻めて 来ます よ」 

王子 はこれ をき くと、 すぐに 表に 走り出て 見ました 

たち ま 

が、 忽ち 塔の 中に a け もどって、 右に 左に折れ まがつ 

た 梯子段 を、 一つの ぼって は 引き 外して 投げお ろし、 

二つの ぼって はっき 落して、 塔の 上まで 昇って くるう 

ちに、 階段が 一 つも 無い ように 下の 方へ 落して しまい 

ました。 



を かけました あげく、 オシ ャ ベリ 姫と 一 所に 鉄の 塔 か 

ら 逃げ出しました。 その 時に 姫から きいた 話に より ま 

すと、 姫 は 蜘蛛と 短刀の 夢を見た とお 父 様と お母様に 

云った の を、 お 付の 女中が 噓 だと 云った ために、 石の 

牢屋に 入れられ たという ことでした。 それから 眼が さ 

めて 考えて みます と、 オシ ャ ベリ 姫と いうお 名前 は あ 

なた の 外にありません から、 心配に なりまして、 すぐ 

に 馬に 乗って このお 城へ ffi けつけ てみ ますと、 私の 夢 

は 本当で、 あなた は 石の 牢屋に 入れられて おいでにな 

る こと を あなたの 御両親から ききました。 それで あな 

たの 夢が 噓 でない こと を 申し上げて お許し を 願った の 
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